
 

 

 

 
 

i-バス 10/１から新たなコース・ダイヤとなります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「木曽川・北方コース」の場合は、シャットル No.991 で記載ずみ 
 

「尾西北コース・一宮コース」の場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    一宮平和のつどい 8/8(土)､ 9(日) 

日本共産党一宮市議団の活動をお知らせします。 
 

TEL45-5424 Fax45-5347 

一宮市八幡 2-13-30 

2026 年８月 

No.シャットルシャットル

ひこさか和子 

わたなべさとし 
 

■変更内容および理由 

①「木曽川・北方コース」⇒ルート・ダイヤ変更 

〇変更内容：現在の時計回り片側循環コースから、往復コース(一部片側)に変更 

現在：片側循環で 1 便約 70 分、1 日 9 便 

変更後：往復で 1 便約 2 時間、1 日 5 便 

〇変更理由 

・現在の時計回り片側循環コースでは、出発地と目的地を行き来するのに 1 周乗 

る必要があるため、利便性が低い 

・年間利用者数や運賃収入、1 乗車あたり市負担額（1,450.87 円） 

収支率がｉ-バス 6 コースの中でワースト 1 

②「尾西北コース」⇒ルート・ダイヤ変更 

○変更内容：利用の少ない名鉄尾西線（玉ノ井方面） 

から北側の片側運行エリアを廃止し 1 便増加 

現在：1 便約 50 分、1 日 9 便 変更後：1 便約 40 分、1 日 10 便 

○変更理由 

・尾西方面から一宮西病院への通院需要が多いものの、途中エコハウス 138 で運 

転士の休憩を挟むため、利用者にとっては大幅なタイムロスが発生していた 

・年間利用者数や運賃収入、1 乗車あたり市負担額（1,257.48 円）、収支率がｉ- 

バス 6 コースの中でワースト 2 

③「一宮コース」⇒ルート・ダイヤ変更 

○変更内容： 「一宮西病院」と「開明東」バス停の間に「開明駅」バス停を新設

し、当該区間のルートを変更（便数に影響なし） 

○変更理由：「尾西北コース」の一部路線廃止に伴う交通空白を補完するため 

④「尾西南コース」⇒ダイヤ変更 

○変更内容：現在の 1 日 8 便から 1 便減便の 1 日 7 便に 

○変更理由：9 月 1 日の改正道路交通法施行令の施行に伴い、1 便あたりの運行時

間が延びるため 

〈中央線のない生活道路での法定速度の引き下げ：60⇒30km/h〉 

※「千秋町コース」、「大和町・萩原町コース」は変更ありません。 

愛知県政を変えよう 軍需、大企業より暮らし 
愛知県は、F35 戦闘機やミサイルの製造が行われるなど軍需産業が集積

し、高市政権の大軍拡のもと、「戦争する国」の後方支援の一大拠点になって

います。  

また、トヨタ自動車など製造業が数多くあり、大村県政は大企業奉仕に終

始しています。トヨタの工場用地取得には従来の大企業支援に加えて、227

億円を計上しています。一方で、県民の足となる地域交通には 2･5 億円の補

助しかありません。 リニア中央新幹線建設など大型公共事業ばかりで、県

立体育館などの巨額の税金が投入され、公共施設が大企業の儲けの場になっ

ています。 

１⇒２議席で議会への発言力は８倍に 
愛知県議会は、１人会派の本会議一般質問は任期中(４年間)１回だけ。 

現在 日本共産党は、しもおく奈歩県議（豊橋市）の１議席。 
 

２議席確保で、県民の暮らしに冷たい県政を変え、       

希望ある県政を実現しましょう。  しんぶん赤旗 7/23 号 

 



 

～戦争をしない・させないために～ 
主催：平和のつどい実行委員会、後援：一宮市教育委員会、中日新聞社、一宮市老人クラブ連合会 

一宮市出身で東京新聞（中日新聞東京本社）の木原育子記者が講演で「２度

と戦争させない社会をつくるのが記者の最大の使命」と語りました。 

会場では、高校生の描いた原爆絵画、戦争当時の生活用品、一宮空襲写真パ

ネル、戦争・平和の絵本、漫画など多くの展示がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

    平和のつどい 郷土の歴史から学ぶ 8/16(日) 
  主催：郷土史研究会（岩田義道研究会）、日本共産党木曽川支部 

岩田義道は 1898 年(明治 31 年)葉栗郡北方村(現・一宮市)生まれ  

戦前期の日本共産党中央委員、1932 年(昭和７年)11 月 3 日特高 

警察の拷問により、虐殺される 34 歳でした。 

戦前 意思を曲げることなく命がけで「戦争反対」貫き通した 

岩田義道の意思をしっかり受け継ぎ「憲法９条守る、戦争への 

道は許さない」との思いを新たにしました。（ひこさか和子） 義道獄死の報道(赤旗)  

歴史的岐路のもと 8.15 終戦 81 年 

「戦争国家」阻止 ９条生きる国へ 
8月 15日は日本による侵略戦争と植民地支配の終結から 81 年を迎えます。 

この戦争ではアジア・太平洋地域で 2000万人以上、日本で 310万人以上が犠牲

になりました。侵略戦争と植民地支配に無反省な勢力が政権の中枢を占めるも

とで、米国いいなりの「戦争国家」化が進んでいます。戦争か平和か、戦後最大

の歴史的岐路のもとでの 8月 15日です。 

 高市政権は「敵基地攻撃」能力の強化、軍事費の GDP(国内総生産)比 3.5％へ

の大幅増加などを狙う安保３文書改定に年内にも着手しようとしています。ま

た、平和国家の理念を投げ捨て武器輸出を全面解禁し、軍事による経済成長とい

う「死の商人」国家へと日本を変貌させようとしています。 

 さらに高市首相は、非核三原則の見直しまで検討。小泉進次郎防衛相も核兵器

に「触れざるを得ない」と発言するなど、「核兵器と人間は共存できない」とい

う教訓を無視しています。 

 いまこそ、平和を壊し、暮らしを押しつぶす改憲と

大軍拡許さず、決して戦争を起こさせない外交努力こ

そ必要です。 （2026,8,15号しんぶん赤旗１面より） 

 
 
 
 
 
 

 

                     
 

 

 

 

 

 

 

日本国憲法前文より 
 

日本国民は、恒久の平和を念願し、

人間相互の関係を支配する崇高な

理想を深く自覚するのであって、

平和を愛する諸国民の公正と信義

に信頼して、われらの安全と生存

を保持しようと決意した。 

日本国憲法 第９条 
戦争の放棄、戦力及び交戦権の否認 

① 日本国民は正義と秩序を基調と

する国際平和を誠実に希求し、

国権の発動たる戦争と、武力に

よる威嚇又は武力の行使は、国

際紛争を解決する手段としては

永久にこれを放棄する。 

➁前項の目的を達するため、陸海空

軍その他の戦力は、これを保持し

ない。国の交戦権は、これを認め

ない。 


